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真菌医学研究セ ン タ ー は ,
全国共同利用施設 と して ､ 病原真菌 の研 究と､
真菌 に よ る感染症及 び中毒症の 成因並 びに 制圧 に 関する研究を行 い ､
か つ , 国立 大学法人 の 教員そ の 他 の者で,
の 分野 の 研究に 従事す る者 の 利用 に供 する こ とを目的 とする｡
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稀少な真南である o
はじめ に
平成16年4月に ､ 莞菌医学研究セ ン タ ー は国立大学法人
千葉大学の一員として 新しい体制で スタートし､ 2年が経過
しま した ｡ 法人化後､ 真菌セ ンターは､ 大学 の中期目標 ･ 計
画 ､ さ らに は全国共同利用施設として の 目標に もとつ き､ 国
内外の研 究者との 共同研究や教育活動及び地域毒融を通 し
て
､ 大学法人として の使命のもと に活動をして い ます｡
真菌医学研究セ ンターが､ 国家プロ ジ 工 クトであるナ シ ョ
ナル バ イオリ ソース プロ ジ ェ クト (N B R P) にお い て ､ 病 原
微生物の中核機閑と して認 定され て から ､ 1 8年度で 5 年 日
を迎 えますが ､ プロ ジェ クトの目標で ある病原真菌 ･ 放線菌
の 収集 ･ 保存 ･ 提供体制の整備も着実に 進み ､ 約13,0 0 0株
の病原票菌と放線菌棟を保存する こ とがで きました o 生物多
様性条約が締結され､ それぞれの 国 々 が自国の資源の重要性
に目覚め て 保護主義的な流れが強く なり ､ 病原微生物の研究
にお い て も､ 標準菌株の入手さえ困難な状真呂とな っ た こ とか
ら､ 標準株､ またそれに対応する 南棟の 収集を目標として 事
業を進め て きました ｡ 今後は ､ 当セ ン ターの特色を生か し つ
つ ､ それぞれの資源におい て 世界最高水準の保存体制を目指
して事業を進めて い きます. 真南感染症 に おいて も高度病原
真菌ガ存在する こ とから ､ 安全対策を進めるために ､ 運伝子
で の供絵体制も整備し､ 提供を開始して います. こ れら の集
め られた貴重な資源に つ いては ､ こ れか らもセ ン ターの使命
の 一つ として ､ 感染症研究へ の支援を目的に国内外 へ の提供
を行 っ て安心 ･ 安全な社会の構築に貢献して い きます｡
近年の新しい感染症の出現が我々 に与えたイ ン パ ク トは強
く , さらに ､ 毎年 のよう に新たな感染症が報告され､ 我 々 の
予測を超 えた レ ヘ ル で 人 々 の安全を脅かすようにな っ て きま
した ｡ こ れ らの 感染症 に迅速か つ 戦略的に 対応する ために ､
全国 の主要 な大学及び疎究機関を大きく3 つ の クラ ス タ-､
即 ち ､ 基礎応用医学研究クラ ス ター､ 獣医学研究クラ ス ター､
臨床医学疫学研究クラス ターに分けると同時に ,~アジア を中
心に新たに設置する海外研究拠点とも連携し､ 感染症の発生
に対してBT]応 で き る体制を構築する こ とになりました o 当セ
ンターも1 5の 感染症研 究の主要 な大学 の枠組み の 中に入れ
て い ただく こ とがで き､ 臨床医学疫学研究クラス ターとして
参加して い ます o こ れらの 研究を支援する経費として ､ 研究
推進 ｢新興真菌症 ･ 放線菌症 の対策 に 関する基礎的研究｣ 経
費が1 7年度に引き続いて 18年度の予算と して も認 められ ､
そ の 研究委によ っ て 新しい 機器の購入やボス ドク在どの人件
責を確保する こ とがで きました o 平 成19年度以降にお い て
も､ こ れ らの研究費は極めて重要 で ある こ とから ､ 新たに概
算要求を行 っ て います ｡
研究機関に と っ て ､ 科学研究責を中心 とした競争的資金の
獲得はそ の施設の活性化のため に 極め て 重要 で す ｡ 平 成18
年度科学研究費の当セ ンタ-の教員 に よる獲得件数は､ 真菌
医学研究セ ンターとな っ てから過去最高で した o さ らに ､ 技
術系の職員による奨励研究は､ 当セ ンターの殆ど の方が獲得
して おり ､ こ れま で の 研究成果が着実に上がっ て い る結果だ
と考え て い ます｡ ま た ､ 平 成18年度の 科学技術振興調整費
の ア ジ ア科学技術協力推進戦略 ･ 地域共通課題解決型共同研
究にお いて ､ 当セ ン タ - が申喜看した ｢真菌症原因菌の疫学的
研究と真菌症対策拠点形成｣ に つ い て は､ 4 月 8日に ヒ アリ
ンクがあり ､ 5 月2 4 日に正式の採択通知 の知らせ を受けま
した. 競争的な大型予算の獲得は ､ 現在継続中のナ シ ョ ナル
/てイオリ ソ-ス プロ ジ 工 ク トに 次< もの で あり ､ 真南医学研
究セ ン タ-に と っ て ､ 嬉 し い ニ ュ - ス で した . 3年計画で ､
今年度の 7月から この事業が始まり､ セ ン ター の多く の研究
者の派遣や外国人の招暗や国際的な共同研究が新しい プロ ジ
工 クトで 進む こ とになります o そ の他､ 新たに 2国闇共同研
究が南ア フリカとの間 で認められ､ 今年度から ､ 研究者の交
流が始まりますo こ れらは､ 関係者の努力は勿論 の こと ､ 今
年度から当セ ン タ ー で 立 ち上げた研究推進プロ ジ ェ クトチー
ム の方 々 の 支援があ っ て の こ とと考えて い ます｡
真菌医学研究セ ンタ ー が改組され て ､ 今年で 10年となり
ますo 法^ 化により当セン ターの日寺限 はなくなりましたが､
来年度から､ 新 た な当セ ンターと して発展するため に ､ 現在
将来計画委員会のもとで ､ 改組案作りが進んで い ます ｡ 先行
して い る法人化時の3年の中期目標を考慮し つ つ ､ 今後10
年間の目寸票を立てて ､ 教育 . 研 究 及び人員体制を整備す る こ
とになります ｡ 同!時に ､ 10年の 区切り で もあ る こ とか ら､
12 月に は国際シ ンポジウ ム を開催するこ と にな っ て おり ､
そ の準備も進めて い ますo
こ れまで ､ 勇菌医学研究セ ンターは ､ 全国共同利用施設と
して 当セ ンターの 運営協議会に参加の学内外の委員の方 々 ､
また関連分野の 多くの研究者や研究者コミ ュ ニ テ ィの 支援の
もと に 発展 して きましたが､ 今後も全国共同利用研究施設と
して の当セ ン タ ー の 使命の重要性を認識し つ つ ､ 国内外で の
共同研究を活発に進め ､ 学内外で の教育や地域員献に も積極
的に 参加して ､ 当セ ン ターの使命を果た して 行きますの で ､
皆さんのご支援をお頗し＼致します ｡
2 0 0 6 年 7 月
千葉大学真菌医学研究 セ ン ター長 三上 案
真菌医学研究セ ンターは ､ 全国共同利用施設として ､ 病原喜菌の研究と真菌による感染症及
び中毒症の成因並びに制圧に関する研究 を行い ､ か つ ､ 国立大学法人の教員その他の着で ､ こ
の分野の 研究に従事する者の利用に供するこ とを目的とす る｡
昭和21年 9月1 0日
昭和2 4年 5月3 1日
昭和4 8年 9月 29 日
昭和5 2年1 0月 2 9日
昭和6 2年 5月 21日
平成 2年 4月 1 日
平成 9年 4月 1 日
千葉医科大学附属腐敗研究所が設立された (現習志野市泉町)0
千葉大学腐敗研究所とな っ た o
生物活性研究所 に改組された (6 研究部)｡
第1研究部 酵素化学研究部
窯2研究部 薬 理ラ副生研究部
第3研究部 毒性病理研究部
第4研究部 活性天然物化学研究部
第5 研究部 抗 生物質研究部
第6 研究部 食中毒研究部
第7研究部 生 体膜研 究部 (昭和5 2年度より)
千葉市亥鼻1丁 目8番1号 に新宮､ 移転した｡
生物活性研究所が廃止 . 転換となり ､ 全国共同利用施設として 真核微生物研究セ
ンタ ー (2研究部門5 分野) が設置された (1 0年時限).
感染研究部門 : 感染機構分野 ､ 真菌系統発生分野 ､ 喜 菌生態分野 (客員)
活性応苦研究部門 : 化学療法分野 ､ 形感応苦分野
活性応答研究部門に ､ 新たに作用機構分野 (客員) が設置 された ｡
真核微生物研究セ ンターが廃止 ･ 転換となり､ 全国共同利用施設 として喜菌医学
研究セ ン ター (2 研究部門6分野) が設置された (1 0年時限)0
病原真菌研究部門 : 真菌感染分野 ､ 系統 ･ 化学分野､ 生態分野 (客員)
分子機能研究部門 : 機能形態分野 ､ 高分子活性分野 ､ 活性応害分野 (客昌)
平成13年 4 月 1日 病原真菌研究部門に ､ 新たに真面責源開発分野が設置 された o
歴代所長 ･ センタ ー 長
[ 腐 敗 研 究 所 ] 昭和 21年 9月10 日 - 昭和 29年
昭和 29年 4月 1 日 - 昭和 3 2年
昭和 3 2年 5月 2 2 日- 昭和38年
昭和3 8年 5月 2 2日 - 昭和 41年
昭和 4 1年 5月 2 2 日- 昭和 4 4年
昭和 4 4年 5月 22 日 - 昭和 4 4年
昭和4 4年 8 月 5 日- 昭和4 8年
3 月31 日(莱)
5 月21日 (事務取 扱)
5月21日
5 月21 日
5月21日
8 月 4日 (事務取扱)
9月2 8日
[ 生 物 活 性 研 究 所 ] 昭和 4 8年 9月2 9日 - 昭和 4 9年 1 月 9 日
昭和49年 1 月 10 日 - 昭和 4 9年 3月3 1日
昭和49年 4月 1日 - 昭和 5 3年 3 月3 1 日
昭和 5 3年 4 月 1 日- 昭和 5 7年 3月31日
昭和5 7年 4月 1 日 - 昭和 61年 3 月31日
昭和61年 4月 1 日 - 昭和6 2年 5月2 0日
[真核微生物研究セ ンタ ー ] 昭和 62年 5月 21日 - 平 成 3年 5 月2 0 日
平成 3 年 5 月 21 日- 平 成 5年 5月2 0日
平成 5年 5月 21日 - 平 成 9年 3 月31日
[真菌 医 学研 究セ ン タ ー ] 平成 9年 4月 1日 - 平 成1 1年 3月31日
平成1 1年 4月 1 日 - 平成 1 7年 3月31 日
平成17年 4月 1 日 -
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【病原真歯研究部円】
● 真菌感染分 野
教 授 亀 井
助教授 佐 野
助 手 栗 田
助 手 大荒田
助手(兼任) 渡 追
克 彦 5 91 1(2491)
文 子 5 91 3(2 7 8 6)
啓 幸 5 91 2( 7 8 5)
素 子 59 1 4(2 7 8 7)
$ 5 91 2( 7 8 5)
技術職員 鋸 田 響 子 59 1 3
● 系統 ･ 化学 分野
助教授 矢 口
講 師 五ノ井
助 手 田 中
技術職昌 松 岸
昌 志 59 1 8(2 7 9 0)
透 59 1 8(2 7 9 0)
玲 子 59 1 6(2 7 8 8)
哲 宏 59 1 6
●真菌資源開発 分野
教 授 福 島 和 昌 59 2 9(2 7 9 7)
助燕授 横 山 耕 治 5 9 1 7(278 9)
●生態分野 (客員)
教 授 Vladjsla vRa cla vsky(予定)
助 手 田 口 英 昭 5 93 4(2 7 9 8)
頻術職員 滝 i軍 香代子 5 919
L-= 茸揃】
事務長 菱 木 一 夫 59 0 1(2 4 8 5)
専門職昌 平 野 弘 志 59 0 9(2 4 9 8)
･:tr. 弼伴
係 長 吉 田 敏 文 59 0 3(2 4 8 7)
主 任 高 梨 正 男 59 0 8(2 4 9 7)
【分子機能研究部門】
●機能形 態分野
葬 授 川 本 進 5 9 26(24 9 4)
助教授 山 口 正 視
助 手 伊 藤 恵美子
助 手 5看 水 公 徳
技術職昌 大 橋 美佐子
●高分子活性分野
教 授 三 上
助教授 知 花
助 手 宇 野
技術職昌 矢 沢 勝
●活性応苦分野 (客員)
教 授 佐 藤 謙
裏
治
潤
清
5 9 28(27 9 6)
5 9 2 7(27 9 5)
5 9 2 7(27 9 5)
59 4 1
5 9 2 2( 49 3)
59 32( 7 9 2)
59 25(2 7 94)
59 25
【病原真菌 ･ 放線菌管理室】
技術職員 伊 藤 純 子 5 9 5 7
○研究協力係
係 長 小 栗
主 任 伊 藤
聖 59 0 5(2 4 88)
浩 59 0 6(2 4 96)
1. ( ) 内のダイヤルイ ン番号 は ｢0 4 3- 2 26- 0 0 0 0｣ となります｡
2.FAX番号は ､ 外部か らは ｢043-2 26- 248 6｣､ 学内からは内線 ｢5 9 0 2｣ を使用 して 下さい｡
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真菌感染分野にお ける研究対象は真菌により発生 する疾患で あり ､ ho st- pathogen inte ra ctio n
を始め ､ 真菌の同定法､ 真菌症の診断 ･ 治療法 ､ 疫学などにつ いて広汎な研究を行 っ て いる ｡ また ､
研究と並 行して 血清診 断､ 起因菌の同定Td:とを含む喜菌症診療サ ポー ト/コ ンサル テー ショ ンを全
国の医療施設に 対して 実施 して い る｡
主たる研究テ ー マ は以下の とおりである｡
1) 真菌感染 における感染メカ ニ ズム/ 生体防御機構の研 究 (Aspergil/u s fu migatu sの病原国子
の研究を含む)
2) ホス トにおける栄嚢状態及びス トレス と免疫能の研究
3) 遺伝子解析による病原真菌の 同定及び疫学の研究
4) 輪入喜菌症の診断法開発及び疫学的研究
5) 人獣共通真菌症の研究
6) Sta chybotrys cha rtarum などの居住環境内の 喜菌による肺障害の研究
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当分野で は ､ 病原裏面 ､ 放線菌におい て ､ 形態 ､ 生 理 ､ D N A解析などに基づい た多相的な分類 ､
同定研究及び分子生物学的研 究を実施している o こ の 成果を活用 し､ 病原頁菌 ､ 放線菌の新規迅速
同定法の開発を行い ､ 診断や治療に貢献す るとともに､ 病原性の解明研究を行 っ て い る o
具体的在テーマ は以下 の とおりで あるo
1 . 病原真菌の 分類学 と系統解析､ 種内多聖 の研究
2 . 病原性 Aspergi/lu s及び関連 菌における形態や系統解析によ る分類学的研究
3 . 病原性放線菌､ 真南の生理学的, 分子生物学的研究及びマ イクロ ア レイを用 いた遺伝子発現解析
4. 病原性 Ca ndida 属の分子疫学的手法による分類学的研究
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真菌は多様tj:機能を有し､ 生物資源 として その応用に期待の高い微生物である . 我 々 の研究室で
は真南を資源として 保存す ると共にその有効活用をはかり､ 次に示 した研究テ ー マ を通 して 喜菌症
がも つ 問題解決のた めに研究を続けている o
1) 分子 資源に基づく真薗の 同定 ･ 系統解析及 び真菌症診断法の開発
2) 病原 真菌 ､ 開運菌由来の生物活性物質の探索
3) 病原真菌代謝酵素頬の プロ テオ ー ム解析
4) 病原性 ･ 形態形 成に関わる遺伝子発現の研究
5) 喜菌に対する金属イオ ンの細胞生物学的研究
6) 国際共同研究の推進を通 した病原喜菌の収集 ･ 保存 一 資源開発
形態変換
生物活性物琵
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平成17年度客員教授 DT. Maria Fra n cis c aC dom Varie nte(左から2人目)
生態分野は ､ 毎年外国人研究書を客員教授と して 招嘱し ､ 喜菌症
につ い て世界的規模で共同研究を行うこ とを目的として設立 された
研究分野である｡ 客員教授に は19 97年､ 当真菌医学研究セ ンター
ヘ の改組以来 ､ カナダ､ チ ェ コ 共和国､ ブラ ジル共和国 ､ 英国 ､ ブ
ル ガリア､ イ タリア､ 南アフ リカ及びス ペ イ ンと言 っ た多くの国々
から優れた研究者が赴任されて いる｡ 莫菌症や歯学に係わる独自の
領域に高度な知識と技術をもつ 彼等の参加は ､ ホス ト研 究者をは じ
めとして 本セ ンターの研究活動 ､ 国際交流の 新しいエ ネルギーとな
っ て いる o
本分野で は現在 ､ 以下の研究を行 っ て い る｡
l . 自動細胞解析による抗喜菌剤の作用機序と形態変化の研究
2 . 表在性真菌症発症に及ぼす病巣要因に関する研究
3. 真菌の生態及 び疫学研究
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本研究分野は ､ 票菌感染症の 病因 ･ 制御に関 する 臨床応用 にまで発展 させ る ことを最終j- ルに
して ､ 病原 真菌の 分子細胞生物学的基礎研究を行うこ とを目標にする｡ 病原 真菌の細胞構造 ･ 生理
機能を遺伝子 ･ タ ン パ ク質な ど分子レヘ ル で ､ 更 にはオル ガネラ レヘル ､ 細胞 レベ ルで明らかにす
るこ とを目的に した分子細胞喜薗医学を志向 して 行きたい . 本分里予にお い て は ､ 遺伝子科学 ･ タン
パ ク質料学を碁盤と した分子生物学 ･ 遺伝子工学的手法及び 電子顕微鏡など微細形態学的手法とを
軸に して喜菌医学分野の各研究課題にア プローチ したい. 近年の生命科学の最 先立蒜分野である ｢ ゲ
ノム科学｣ ｢プロ テオ ー ム科学｣ ｢構造生物学｣ 在ども積極的に活用 しつ つ ､ 国内外研究者との共同
ゝ 研 究を推進 して 諸研究課題に取り組んで 行きた い D 更 には ､ 生存必須遺伝子の探索 ･ 同定 ､ それを
タ ー ゲ ッ トと した活性阻害物質のス 9 1)一 ニ ン ク ｢ ゲノム ･ プロテ オ ー ム創案｣ へ の発展も期待し
た い o 現在 ､ Crypto c o c u sn e ofo r m a n sの ブロテ オ ー ム解析を､ 本酵母のゲ ノム情報を茎盟 にし
て ､ また他の生物種に先駆 けて最も早くゲ ノム解読が完了 したSa c cha ro myc e s c e re vJ
r
Sia e の膨大
なゲノム ･ プロテオーム 情報も参考に して行い つ つ ある ｡
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本研究分野 は宍菌と放線菌によ っ て もたらされる疾病､ すなわち ､ 感染症に つ いて ､ その成 因や
特徴の解明 ､ 並 びに制御法の 確立 を目的と して ､ 主 として 生体高分子 の構造 と機能の面 か ら､ 分子
生物学的に検討して いる｡ 病原喜薗及び放線菌はその感染因子 として ､ 高分子性から低分子性の極
めて 多様な物質を産生する ことによ っ て ､ 感染を成立 させる . これ らの病原菌の 産生する物質の角牢
明は感染の予 防のみならず､ 治療にも役立 つ こ とが期待されてお り ､ 病原菌の 高分子性か ら低分子
性の二 次代謝産物を医薬と して 開発する こ とを 目的とす るo 病原勇菌 Ca nd/
'
da albic a ns や病原性
放線菌 No cardia fa r cinic aの全ゲノム 配列が 2 00 4年に決定 した こ とから ､ それらの遺伝子機能
の 解明を進める こと により ､ 棄菌症の感染機構の研究や 優れた抗喜菌剤の 開発にも多くの進展 が期
待できる ｡ また ､ 本研究分野 はこれ らの諸問宗則こ対処するために ､ 遺伝子=学的手法､ 生化学的手
法など多角的な手法を駆使して研究を進める o
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真菌感染症の診断､ 予 防､ 治療ラ去を考える時､ 寄
生体と しての真菌側か らの ア プロ ー チだけで なく ､
宿主応答の解析も重要 と考える ｡ カ ンジダ症､ ア ス
ペ ルギルス 症､ 白痴等における病態と して の組織炎
症反応及び生体防御反応の解析を行い ､ その 知見を
墓 に動物モ デル等を用 いて ､ それ らを制御する手段
を用 いて 新た な治療法の開発をめざす ｡
A dv an c e m e ntsin m edicin eha v eledto new pr oble m s of fungal
illfe ctio n
,
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n o v els cr e e nJ ng Sy5･Le m s, In addito n, c o mbin atio nther aI)y With
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i
北里大学北里生命科学研究所 . ,
'
=:l 村山Ei:明
06-2 7 病原真薗 CandidatTOPicalis の二形性変換のゲノム . ネットワ クー 奈良女子大学理学部 教授 j鈴木孝仁
06-28 Asper9illLJSNormal Nigri の分子分類なとによるmlJとオクラトキシン産生 千葉県1
'
畜生研究所 主席研究員 岩
'
書 .
= =
06-29 Cryptoco cc u5 n e Oforma n s薬剤耐性のスグ)-二 ンクと分子機構解析 千葉大学大学院医学研究院 中々 野村文夫
06-30 真菌の窒素代謝とNOストレス耐性機構の研究 東京大学大学院義挙生命科学研究科 # # 祥雲弘文
06-31 CandJ
l
da albicans バイオフィルムの微細構造 ' 明治薬科大学 講師 杉EEl陸
06-32 海洋生物を素材とした抗真南物質の探索 北海道大学大学院薬学研究科 教授 i小林淳一
06-33 Nocardja属細酌て持つイソプレノイド生合成遺伝子責源の探秦 富山県
立大学I 学部
生物I学研究セ ンタ- 助教授 大利 徹
06-34 高度病原頁薗の卜ポイソメラ-ゼ漬伝子(top2)による同定i去の研究 千葉大学大学院自然科学研究科E≡ヨ 安藤昭一
06-35 力ンシタ酵母の遺伝子のkEl換え技術に塁づく機能解析 福岡歯科大学 ;rJ■' 芸 【≡一■ヨ
06-36 射場 Aspergj//u s属のミトコンドリア . マトリックス局在タンパク貿の機能解析 干葉県産業支援技術研究所 研究員 前田 慧
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■共同利用研究受入状況 (年次推移)
区 分
l 件数
継続 l 新規 計
平成 8 年度 7 9 1 6 6 1
平成 9 年度
_
0
1 2
17 1 7 6 7
平成 10 年度
平成 1 1年度
1 2
1 6
2 4 9 8
EE 2 7 1 1 1 1
平成 1 2年度 1 3 13 2 6 1 0 6
平成 13 年度 1 3 8 2 1 8 2
平成 1 4年度
平成 15 年度
1 4 1 0 l 2 4 8 5
13 19 32 1 2 0
平成 16 年度 1 8 13 3 1 1 1 5
平成 1 7年度
平成 1 8年度
2 2 1 4 3 6 1 3 8
1 5 21 3 6 1 2 8
■平成18年度共同利用研究会
全国共同利用研究機関で ある当セ ン ターは毎年共同利用研究と同時に研究会を公募して いる o
研究会は本セ ン ターの 教昌と外部の 研究者によ っ て 提案されたテーマ に つ いて ､ 本セ ンターの運営協議
会において奉読し ､ セ ン ター教員会議で 選考の上決定する . 研究会 へ の 参加者は予算の 範囲内で本学の旅
費支給基準に基づ いて旅費が支給される o また学内の 施設の 使用を希望する場合は利用手続き等の便宜を
図 っ ている o
在お､ 平成1 7年度の研究会の名称等は以下の通りである .
●小動物其歯症症例検討会
9月 21i 15 : 0 0- 1 7: 0 0
代衣脊 : 池11忠生 (Zl本人:;
I
: ･ Piノjf:,W ･ 助教授)
●兵菌分丁細Ⅰ胞研究会
9月3 0 r_T
- 1 0 月1Fl(T, 定)
代衣古 : 節 ,Fi昌 一 (也_l:感独1[
L
f=:研究所 ･ 室長)
■共同利用研究会受入状況 (年次推移)
区 分 l 件数 参加者数
平成 8 年度
平成 9 年度
3 2 4
3 2 3
平成 10 年度 2 13
平成 1 1年度
平成 1 2年度
1 1 2
1
2
1 6
平成 13 年度 1 4
平成 1 4年度
平成 1 5年度
2 1 7
1
I
1 6
平成 16 年度 19
平 成 1 7年度 1 28
平成 1 8年贋 2 2 4 ( 予定)
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微生物及び感染症の研究には ､ 本来の性質や病原性を維持したまま
用いる ことが重要で ある ｡ また､ 遺伝子資源や有用物質探索とい っ た
視点からも菌株保存の重要性は ますます高ま っ ている o 当セ ン ターで
は ､ 腐敗研究所､ 生物滑性研究所､ 真核微生物研究セ ンターとい っ た
幾多の変遷を経ながら､ - 貫して 病原真南と病原放線菌の研究を主要
な研究テ ー マ の一 つとしており､ その コ レクシ ョ ンは当セ ンターの 特
色の-つとな っ ている ｡ 事実､ 当セ ン タ-の病原真菌コ レクシ ョ ン は ､
我が国随 - であるのみ ならず､ こ の種の もの としては欧米各国の代表
的微生物保存機関に充分比肩し得る存在といえる o 保存されて いる菌
様には､ Ej 本国内のみならず､ 中国､ 台湾､ 韓国､ タイ､ 南北ア メリ
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力大陸､ 北 ヨ 一口 ツ/てなと世界各地の 患者あるいは掛売から分離された菌梯も含まれて おり､ ごく一部の特
殊な菌種を除けば､ 事実上 ､ 病原真菌のすぺ ての菌種が揃 っ て いるとい っ て も過言で はない o こ のような実
績が認められ､ 当セ ンターは 2002 年に文部科学省による ｢Natio n al Bio re s o urc eProje ct一 病原微生物｣
の 中核的機関となり､ 頁菌 ･ 放線菌の遺伝資源保存施設としてその役割を果たして いる o
■収集方法は?
当室で保存して いる薗棟の 多くは､ セ ンター内の研究書及 び共同研究者によ っ て分離同定され ､ あるいは
参考責料として収集されたもの であるが､ そ のほかに他機関か ら同定を依頼された菌株も相当な数にのぽる o
I コ レクシ ョ ンの規模は?
保存菌株数は近年急速に増加し､ 現在､ 責菌約 1 1,0 0 0株､ 放線菌約 1.4 0 0様に遷した. 内訳を表1に
示した｡
■ コ レクシ ョ ンの意義は?
この コL/ ク シ ョ ン を用いて分子診断学､ 分子疫学 ､ 分子系統学､ ある い は活性物実のス グJ - ニ ン クなと
様 々 な研究に用いて いる o さらに ､ 国内外の 研究 ･ 教育機関からの依頼に応じて ､ 研究､ 教育､ 臨床検査の
参考株として ､ あるいは新薬開発を目的と したバイオテ クノロ ジー研究の遺伝責源なとと して提供して いる.
表2 に分譲先を示したo
■同定等の依頼は?
医療機関などからの依頼に基づ き､ 臨床分離棟の
同定 ､ 薬剤感受性の 測定などを行い ､ 臨床研究及 び
診療に貢献して いる o 図1 ､ 衰 3 に 2 0 0 5年度､
2 0 0 6年度の 同定依頼実績を示した ｡
なお､ 当セ ンタ ー に保存されている菌株の詳細は ､
千葉大学莫核御生物研究セ ンター病原勇菌及 び病原
放線菌リス ト (第1版 ､ 1 9 9 1年) 及 びIF M List of
Pathoge nic Fu ngl a nd Actin o myc ete s with
P hoto mic rographs (Se c o nd E ditio n. 1998) に
掲載されて おり､ さ らに菌棟データベ ー ス として
w eb上に(http://daphn e,pf.chiba-∪.jp/distributio n/
c ata一og) 公開して いる ｡
南棟リス ト (刊行物)
1) 千葉大学真核微生物研究セ ンタ- 病原真菌及び病原放線菌リス ト 第1版 1 9 9 1.
2) lF M Listof Pathoge nic Fu ngia nd Actinomyc ete swith P hotographs. First E ditio n, 1 9 9 3.
3) lF M Listof Pathoge nic Fu ngia nd Actin o myc ete s with P hotographs, Se cond E ditio n, 1 9 9 8,
1 5
属 種 戸 菌株数
真 薗 15 0
37
1
,
00 0 l l,64 1
放線菌 8 6 1,40 0
(20 0 5年 1 2月 3 1 日現在)
P 国1 . 真南､ 放線菌の同定依頼機関内訳 (2004 - 2 0 0 5年)
海外44件(1 8 %)
営犬医関係1 7件(6 %)
千葉大学23件(9 %)
他の国立大学 22件(8 %)
国立の医療機関1 7件(6 %)
都道府県医療機関22件(8 %)
民間榊完54件(21 %)
† 私立大学3 3件(1 2 %)
市町村立病院25件(9 %) 牡鹿･ 健保･ 共済病院8件(3 %)
■表3 . 病原真南及び放線菌の同定
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■国際的な共同研究員等の受入状況
区 分
外国人研究員 (C O 〔)
外国人受託研修員
外国人研究書
9年度 l 2年軒 1 3年度 1 4年度 1 5年度 ー6年度
0
1 7年度
3 3
.
5 2 3 0
J
o 0
31 1 4 2≧ 1 0 1
2
0
1 1
2
2 4 l■l】
ij5E]
1 4
2
EE
1 1
6
1 粥 2
0
18 8
14 3 L
_
6
1
5 0
0
1
1 1
2
2 1
4
0 0
よる受入れ 一 派握 岳面 0
× 中国及びエ ジプト政府派遣研究員､ 招鰐研究員
■学生の受入状況
区 分 9年度 1 0年度 1 1年軒 1 2年度
'
1 3年度 1 4年度j1 5年度
hid
16年度∈17年度
__至嘩琴
受託研究生
研究留学生
- l医学薬学府
. 0 0
1
l
__､
o
1
1
1 1 1 I
t 3
1
3 0 0 2
1
1 1
0
3
1 】 o
【 5
0 l o
l 6
l 9
1 3
2
2
3 3
3
6 6 10
大子院生
l白 鮒 学研究科
学部生(医学部基礎配属を含む)
3 3
l 5
1 3 7
l 7
9 7
3 5 4 6 9 i 1 2 9
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平成 18 年1 2月に下記の国際シ ンポジウムが計画されて い る b
また本 シ ン ポジウム においては ､ ナ シ ョナル バイオリソ ース プロ ジ 工 クト ｢ 病原微生物｣の 情報公開の
場と しての設定も企画されて いる D
タイトル(秦):Fo r efr o nt ofta x o n o my, epide miolog ya nd biodiv e r sity of hu m a n
pathoge nicfu ngia ndr elatedta x a
日時 : 平成 1 8年 1 2月 1 5日 (金)
場所 : 干葉県立中央博物館講堂
シンポジス ト (予定)
Dr. Paride Abliz(First Affiliated Ho spitalof Xinjia ng Medi⊂al Univ. . China)
Dr. Galba M Ca mpo s一丁akaki(Pe rn a mbu c oCatholic Univ. , B｢a zil)
Dr. Ra ndolphS Currah(Univ. Albe rta. Ca n ada)
Dr. Yv o n eGra e s e r(ln stitut fur Mikrobiologie u nd Hy gie n e, Ger m a ny)
Dr. ｣o s ep Gu a rro(Ro viraii Virg l= ｣niv, . Spain)
Dr. Xi Liyan(Sec o nd Affjliated Ho spital. Su nYat-Se nUniv. , C hin a)
Dr.Vladisla vRa cla vsky(Pala cky Univ. , Cz e ch)
Dr. Ro ve rt A Sa m s o n(C B S, Netherla nd)
加納 塁 ( 日本大学)
杉田 隆 ( 明治薬大)
町田雅之 (産業技術総合研究所)
矢口昌志 (千葉大･ 真菌医学研究セ ンタ )ー
横山耕治 (千葉大･ 喜菌医学研究セ ン タ ー )
真薗医学研究セ ンターは ､ 千葉大学が199 6 年
1 2月 に ハ ンガ リー共和 国デ フレツ 工 ン大学と ､
2 0 0 1年9月 にブラ ジル連邦共和国カ ン ビーナス
大学と､ 大学間交流協定を締結して いるが ､ そ の
交涜に おいて 中心的役割を果たしてきたo また ､
1 9 9 1年6月にブラジル連邦共和国パ ウリスタ総
合大学と ､ 2 0 0 1年8月に ブラ ジル連邦共和国ペ
ルナ ンブ コ カ ソ リ ック大学と､ 2 0 0 2年12月にタ
イ国保健省医科学局国立衛生研究所と ､ それぞれ
部局間交流協定を締結し､ 国際交流を行 っ てい る o
200 5年度は ､ ハ ンガリー共和国デ フレツ エ ン
大学との学術交流が特に活発に行われ､ 真菌医学
研究セ ン ターから教授1 名及び助教授1名が10月にデフ レツ 工 ン 大学に派遣された｡ また､ デ フレツ 工 ン
大学か らは ､ 学部長1名が6 月に ､ 準教授1名が5月及び3月に . さらに研究昌1名が1 1月に票菌医学研
究セ ンターを訪問し ､ 喜薗の分子細胞生物学及び放線菌の微細構造に 関する 2件の 研究プロ ジ 工 クトを推
進した｡ こ れまで も両者の共同研究によ っ て ､ 多くの研究論文を国際誌に発表して いる ｡
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千葉大学喜菌医学研究セ ンタ ー は 平成1 4年度の文部科学省のナシ ョ ナル ･ バ イオリ ソ ース ･ プロ ジ 工 クトに
おいて病原微生物の中核機関に認定された(代表者: 三 上 嚢).
■ナシ ョナル ･ バ イオリソ ー ス ･ プロ ジ ェ クトとは :
文部科学省は平成 1 4年度に ｢新世紀重点研究創生 プラ ン｣ のもとに以下 の 5分野の事業の実施を決定｡
I. ラ イ フ サイ エ ン ス Ll. 情報通信 I11.環境 Ⅳ . ナ ノ テク ノ ロ ジI V . 防災
ライ フサ イ エ ン ス 分野で はさらに以下の3 つ のブロ ジ 工 クトが立ち上げられたo
i, ナシ ョ ナル ･ / てイオリ ソース . プロ ジ ェ クト ii. タ ン パ ク 3 0 0 0プロ ジ ェ クト
iii. 2 1世紀型革新的先端ライ フサ イ エ ン ス 技術開発プロ ジ 工 ク ト
■プロジ 工 ク トの目標は :
中で もナシ ョ ナル ･ バ イ オリ ソース ･ プロ ジ 工 クトは ､ 2 0 1 0年ま で に世界最高水準の生物逓伝資源の整備を目
標に､ 現在各研究者､ 研究機関に分散的に保存され て いる､ あるいは ､ 全面的に‡毎外依存して い る生物遺伝貿源を
国家戦略に墨つき開発 ･ 収集 ･ 保存を進めるとともに ､ ゲ ノ ム情報も共に提供する体制を構築するこ とにある.
1 ナ ショナル ･ バイオリソ ー ス ･ プロ ジ ェ クトに おける各機関のそれぞれの 役割は :
ナ シ ョ ナル ･ バイオ リソ ー ス ･ プ ロ ジ ェ ク ト
病原 微生物 (千葉大学真菌医学研 究セ ン タ )ー 代表者 : 三 上 嚢
病原微生 物中 核機関 (千 葉大 学)
原虫 責 ⇒ 真菌 . 放線菌 ___
長崎大学
熱帯医学研究所
神原贋 二 孝文授
千葉大学
崇菌医学研究 セ ン タ-
三 上 嚢 教授 (セ ン ター長)
福島和貴 教授
亀井克彦 教授
情報 管理
独立法人 理化学研究所
研野義 己 室長
大阪大学
微生物病研究所
本田武司 教授
岐阜大学
医学部 大学院医学研究科
5工崎孝行 教授
Eil 立遺伝学研究所生命情報 D D B ｣研 究 セ ン タ -
菅 原 莞E]月 教授
■対象機関 ( 中核機開) として 認定された バイオリソ ー スと機関は :
中模様開名と
バ イオリソ ー ス
マ ウス
ラ ッ ト
ア フ リカ ツ メ ガ エ ル
メ タ カ
シ ヨ ウ シ ヨ ウ パ 工
ゼ ブラ フ ィ ツ シ 1
線 虫
カ イ コ
ニ ホ ン サ ル
シ ロ イ ヌ ナ ズ ナ/ 植 物 細 胞
オ オ ム ギ
イ ネ
コ ム ギ
ア サ カ オ
広 義 キ ク 属 絹物
葉菜頁
ミヤ コ クサ ･ クイ ズ
理 化 学 研究 所 (B R C)
京 都 大 学大 学 院 医学 研 究 科
広 島 大 学大 学 院王里芋 研 究 科
名 古 屋 大学 生 物機 能 開 発 利 用研 究 セ ン ター
京 都 工 芸繊 維 大 学 シ ョ ウ ジ ョ ウ バ 工 遺 伝資 源 セ ン タ-
理 化 学 研究 所 脳 科学 総 合 研 究 セ ン ター
東 京 女 子医 科 大 学
九 州 大 学大 学 院 農学 研 究 院
自 然 科 学研 究 機構 生l里芋 研 究所
遺 伝 子 王里化 学研 究 所 (BRC)
岡LJ大学資源生物科学研究所 附属 大麦 ･ 野生植 物責源研究セ ンタ
国 立 漣 伝学 研 究所 系 統 生 物 研 究 セ ン ター
京 都 大 学大 学 院農 学 研 究 科
九 州 大 学大 学 院理 学 研 究 院
広 島 大 学大 学 院理 学 研 究 科 附 属植 物三上伝子 保 管 実 験 施設
独 立 行1改)去人 国立 環 境 研 究 所 生物 圏王買境研 究 領 域
宮崎大 学農 学 部生 物 環 境 科 学 科
大 腸 菌
酵 母
病 原 御 生半勿 (.%門歯 ･ 喜 薗 ･ 原 虫)
国立3土伝 写 研 究所 系 統 生 物 研 究セ ン ター
大 阪市 立 大 学 大学 院 理 学 研 究科
千 葉 大学 其 菌 医学 研 究 セ ン ター
甥 化 学 研 究 所(B R C)
京 都大 学 再 生 医科 学 研 究 所
王聖化学 研 究 所(BRC)
国立 遺伝 学 研 究所
.
生 物 遺 伝 資源 情 報 総合 セ ン ター
国立i土伝 学 研 究所, 生 命 情 報 ･ D D B｣ 研 究 セン ター
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I 各機関の業務と内容は :
(1) 大阪大学微生物病研究所 (責任者:本EE]武司 教授)
病原性腸内細菌の収集､ 保存､ 提供 : 病原性大腸菌､ 腸炎ビブリオ薗､ 院内感染原因菌を中心に ､ 国内 のア
ウトフL, イ ク時に､ ある い は海外旅行者から分離された腸管感染原因菌の収集 ､ 保存､ 提供を行う o
(2) 東京大学医科学研 究所 (責任者: 笹川千尋 教授)
院内感染原 因菌 ､ 非定型抗酸菌の 収集､ 保存､ 提供 ･･ 院内感染症起因菌､ 非定型抗酸菌､ ゲ ノ ム 配列決定細j
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菌､ 病原性大腸菌､ 安全対策用病原株 ､ 炭痘薗病原遺伝子ク ロ ーンの収集o
(3) 岐阜大学大学院医学研究科 (責任者:5工帽孝行 教授)
ヒト病原細菌､ 特 に気道感染原 因菌の収集 ､ 保存､ 提供 : 国内外で 蓄積されたと卜病原細菌の系統保存 ､ 収
集及び分譲を行い ､ わが国 の 科学技術研究を支える基盤 の 整備を行うo
(4) 独立行政法人 理化学研究所 ( 責任者:坪野義己 室長)
L, ペ ル 2 に属する非臨床分離病原微生物株の収集 ､ 保存 ､ 提供 :病原微生物と系統的に 近 い が病原性を持た
な い ､ 非病原性の微生物を収集一保存し､ 病原微生物株の 同定 . 分類なと の 研究を支援する o
(5) 長崎大学熱帯医学医学研究所 (責任者: 神原贋 二 教授)
病原性原虫の収集､ 保存と分析､ 提供 : 病原体のうち病原性原虫の 株保存と分析 ､ そ の提供o
(6) 国立遺伝学研究所生命情報 D D B｣ 研究セ ンタ ー (責任者: 菅原秀明 教授)
病原性微生物とそ の 関連微生物の コミ ュ ニ テ ィーにおける情報共石シ ステ ム の構築 ､ 運 用 : 国内の 病原生物
資源セ ンターが共有する情報を中心 とする病原生物ボータルサイトの積弊と公開o
(7) 千葉大学喜菌医学研究セ ンター ( 看僅者: 三上 裏 教授)
1 . 病原宍菌 ､ 放線菌の収集 ､ 保存 ､ 提供 : 国内､ 国際共同研究による病原頁薗､ 放線菌の収集 ､ 保存 ､ 遺
伝子情報の蓄積､ 保存南棟の提供を行う o
2 . プロ ジ 工 クトの運営及 び提供体制の 整備 ､ 総指 : 本プロ ジ 工 クトの 運営､ 研究運営委員会等の開催 ､ 進
捗状況の管理 ､ 成果等の とりまとめなど の統括事業を行うo
■ プロジ ェ クトの運営は以下の運営委員会 ( 年に 2回開催) のメンバ ー により行われて いる :
委員長 篠 田 純 男 教授
要 員 上 原 至 雅 部長
鈴木健一朗 部門長
竹 内 勤 教授
柿 嵩 異 教授
畑井害司雄 教授
北 潔 教授
甲 斐 明 美 科長
吉EEl 晃 一 教授
本 田 武 司 教授
笹 川 千 尋 教授
江 崎 孝 行 教授
坪 野 義 己 室長
神 原 虞 二 教授
菅 原 秀 明 教授
三 上 嚢 教授
福 島 和 責 教授
亀 井 克 彦 教授
(岡山理科大学理学部臨床生命科学科)
(国立感染症研究所)
(独立行政法人 製品評価技術基盤機構生物遺伝資源セ ン タ )ー
(慶応大学医学部)
(筑波大学農林学系)
(日本獣医生命科学大学)
(東京大学大学院医学系研究科)
(東京都健康安全研究センタ )ー
(九州大学大学院医学研究院)
(大阪大学微生物病研究所)
(東京大学医科学研究所)
(岐阜大学大学院医学研究科)
(独立行政法人 理化学研究所)
(長崎大学熱帯医学研究所)
(国立遺伝学研究所)
(千葉大学真菌医学研究セ ンタ ー )
(千葉大学真菌医学研究セ ンタ )ー
(千葉大学宍菌医学研究セ ンタ )ー
な お ､ 以下の機関には運営委員以外に ､ 実務担当者が決め られ､ 実務を担当して いる (東京大学 ､ 大阪大学､
岐阜大学､ 長崎大学､ 千葉大学､ 理化学研究所､ 国立遺伝学研究所)
輸入真菌症
ア ス ペ ルギルス症
重症内臓真菌症
高伝播性真菌症
難診断 ･ 難治性真菌症
内臓放線菌症
放線菌性足菌腫
人畜共通真菌症
千 葉 大 学
喜菌医学研究センタ ー
新興喜菌症 . 放綿菌症の
丈寸器に関する基礎研究
還伝子型解析 に基 づく疫学研究
新興内臓放綿症と開発途上国の放
線菌腫の病因学と疫学研究
表現聖と遺伝型 に基 づく多相分類
迅速簡易同定 の 開発研究
難治性新興真菌症の 基礎的研究
連伝子とそ の発現タン パ ク質角牢析
に よる 病原性の研究
D N A･ プロ テ イ ン ライブラリー
等 の次世代型研究基盤 の構築
新規真南毒素の探索及び生物活性
に 関す る研究
全国共同利用 の活用
ベ ン チ ャー企業と の共同研究
抗真南剤耐性因子 の角牢析と薬剤開
発 へ の 応用
人材教育
･ 診断法の確立
･ 予防法の啓蒙
･ 治療法の情報提供
･ 疫学情報の発信
･ 病原性情報 の地域還元
･ 外来性高度病原性真菌
及び新興病原菌種の収
集 ･ 保存 一 提供
･ 次世代型研究基盤材料
-? の提供
･ 病原真菌 ･ 放線菌研究
の拠点形成
･ 高度技術者の育成
⊂コ
こコ
民間企業
他研究機開
平成1 8年度
(1) 1 7年度に 開発が計画され ､ すで に一部が完成 した高度伝播性真菌症の迅速簡易同定法をさ らに完成
させ ､ 国立感染症研究所と共同で ､ 臨床医学分野で応用を開始する (診断法の 確立)｡
(2) 前年度に蓄積 したマ イクロサテライト遺伝子座等の解析結果に毒づ いて ､ 疫学的な研究をブラジル､ タ
イ国等の交流協定の締結大学と進め ､ 早期診断や予防法を検討する(予防法の啓蒙､治療法の情報提供)a
(3) 病原放線菌につ いて は､ 解析 した全ゲノ ム情報から新しい菌種の鑑別及び 感染症の診断法等の開発研
究を行う｡
(4) 遺伝子情幸引こ基づく新規抗喜菌治療薬の開発を遺伝子改変喜菌を用いて ､ ペ ンチヤー企業等との協力
の もとに行うo
(5) D N A/プロテイ ンライブラリー等の次世代型研究基盤の研究を開始する ｡
(6) 本邦の医師 ､ 獣医師や臨床検査関係者 へ の 高度技術研修会をア ジア地区の 外国人の 参加にも広げ､ 高
度技術者の育成を図る ｡
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アジア科学技術協力推進戦略 ･ 地域共通課題角牢決型国際共同研究
真菌症原因菌の疫学的研究と真菌症対策拠点形成
研究期間 : 平成18年度 - 平成2 0年度
間
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国内参画機関
担 当 者
国外参画機関
担 当 者
国外参画機関
担 当 者
国外参画機関
担 当 者
国外参画機関
担 当 者
研 究 支 援
担 当 者
干葉県衛生研 究所
高橋 治男
中国吉林大学
王 麗
北京大学
李 若王最
中山大学
府 震艶
新弓毒医科大学
Pa ride Ab=z
貢陽医科大学
王 和
研究許EEl
本研究の目的は ､ 真菌症の対策の ための 研究拠
点形成を通して ､ 中国の真菌症の実態と原因菌の
解 明等の疫学的研究を日中の 研究書が共同で行
い ､ それらの結果に基づいた ､ 地域に密着した新
しい診断 ､ 予防､ 治療法の 開発をする とともに ､
研 究者コ ミ ュ ニ テ ィ ヘ の積極的な提案を行う｡
研究項目
(1) 病原真菌の分離 ､ 保存と分類学的研究
(2) 病原真菌の疫学 ､ 生態学的研究
(3) 病J頁喜菌の遺伝聖の解析
(4) 新しい簡易診断法 ､ 予防 ､ 治療法の開発
(5) マ イコ トキシンに関する研究
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2 0 0 6年5月1 4日(日)､ 西千葉キャ ン パ ス けやき
会色別こて昨年に引き続き ､ 真南医学研究セ ンター主
催の公開市民講座を開催した｡ 参加者は25 3名を迎
え ､ 大変盛況で あ っ た｡
テ ー マ :｢ カピ! ? - そろ そろ気になりますね - ｣
演 題 : カ ピと人の いい関係
矢口昌志 (真南医学研究セ ンター助教授)
本当は恐いカピの病気
亀井克彦 (宍菌医学研究セ ンター教授)
く らしの中の カピ退治
佃 一訓 (花王 株式会社主任研究昌)
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病原喜菌講習会は ､ 病原喜菌 ･ 放線菌の 基本的取り
扱い ､ 同定に関する知識と技術を習得するために約1
週間をかけて主に実習を行う講習会で ､ 年1回定員1 2
名で 開催している ｡ 本年度は第20回目で ､ 医真南学会
の記念行事として40名を受け入れた年もあり ､ 受講生
は2 5 6名になる o
■第19 回病原真菌講習会実施 プロ クラム
平成1 7年
7月1 2日 (火) オリ エ ンテ ーシ ョ ン (矢口)
病原真菌概論 (西村)
輸入喜菌症 (亀井)
7月1 3日 (水) 酵母の同定法 (西村 ･ 田中)
電顕に よる真菌細胞観察 ( 山口)
星本手技 ( 西村)
病原性放線菌 (三上 ･ 矢沢)
7月1 4日 (木) 病原性アス /くル ギル ス (矢口)
7月1 5日 (金) 新興病原真菌 ･ 輸入真菌症原因菌
病原性接合菌 (西村)
修了式 (三 上)
皮膚糸1犬歯･ 癒風面 ･ 病原黒色真菌 (西村)
(西村 ･ 佐野)
酵母結果判定 (西村)
■第2 0回病原真菌講習会案内
病原真菌 ･ 放線菌の 取り抜い及び同定法につ いて講義と実習を行いますo
芦月 日 : 平成18年7月25日(火)- 2 8日(金)
会 場 : 千葉大学真菌医学研究セ ンタ ー
実施主体 : 千葉大学宍菌医学研究セ ンター
(千葉大学全国共同利用研究施設の高度技術研修の 一環と して 実施予定)
講習内容 :(講義･ 実習)
病原性酵母 病原性アス ペルギルス 皮席料領域喜菌症原因菌
新興病原頁菌 . 輸入喜菌症原因薗 病原性接合菌 病原性放線菌 南棟保存法等
募集人員 :1 2名 定員になり次第締め切ります.
なお､ 地域 ､ 職種等により調整するこ とがあります｡
受 講 料 :3 6,0 0 0円 (予定)
受付期間 :平成1 8年6 月1日( 木)- 1 2日(局)
受講資格 : 医師､ 獣 医師､ 臨床検査技師､ 各種教育 ･ 研究施設の研究者等で ､ 微生物取り扱いの 実務経験
2年以上を有する方o
尚､ 過去に この講習会を受けられた方や同じ部署からの 複数の 受講申し込みはご遠慮下さ いo
申込方法 :①住所 (勤務先･ 自宅)､ (塾氏名､ ③年齢､ ④電話番号 (勤務先. 自宅)､ (9職種 ､ ⑥責格 (臨
床検査技師 ･ 医師 ･ 薬剤師 ･ 獣医師 ･ 研究員など) をA 4の用紙に明記の上 ､ 郵送にてお申し込
み ください ｡
担 当 :横山耕治
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それぞれの設備及び機器に つい ては ､ 機種並びに問い合わせ 先を括弧内に 記載 しましたo なお ､ 共同利
用研究を希望される方は ､ 各研究分里予の研究内容を参照の上､ 本セ ンターの教官に直接問い合わせ て下さ
い ｡ 共同研究の募集要項は総預係が配付しますo
(電話 : 0 4 312 2 612 4 8 7､ ホーム ペ ージ htp://w w .pf.chiba-u. a c.jp/inde x.htm[)
(1) 透過電子顕微鐸
(2) 走査電子顕微鏡
(3) 急速凍結装置
(4) ウル トラミク ロ トーム
( 5) プラズマ 重合レプリカ装置
(6) レーザ ー ス キャンサイトメーター
(7) ガス クロ マ トクラ ブ質量分析計
(8) カス クロ マ トクラ ブ
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(9) 高速液体クロ マ トクラ フ
(1 0) 微生物全自動増殖解析シス テム
(1 1) 紫外可視分光光度計
(1 2) 赤外分光光度計
(1 3) 蛍光分光光度計
(1 4) マ イク ロア レイスキャナ ー
(15) マ イクロア レイ ハ イプリ装置
(16) プロテインシ ー ケ ンサ ー
(1 7) P C Rサーマ ルサイクラー
(1 8) 生物発光 ･ 化学発光
マ イク ロ プレ ー トリ ー ダー
(19) 共焦点レーザー走査蛍光塁頁微鏡
(20) フ ローサイトメーター
(2 1) バイオセル トレーサー
(2 2) イオンメ ー ター
(2 3) 生体高分子相互作用分析装置
(2 4) 清射蛍光微分干渉顕微鋲
(2 5) 連続式卓上培養槽
(26) 遺伝子導入装置
(2 7) ピク トロス タ ッ ト
(2 8) 遺伝子データ解析システム
(29) ジ工 ネテ ッ クアナライザー
(3 0) 核酸集積片作製装置
(3 1) リアルタイムPCR
(日本電子｣ E M- 1 2 0 0 EX: 山 口 ､ e xt.5 9 2 8)
(El立S- 8 0 0: 山口､ e xt.592 8)
(ライカE MCPC: 山 口 ､ e xt.59 28)
(ライカウル トラカッ トS: 山口 ､ e xt.5 9 28)
( ウシオP N R l 10: 山口 ､ e xt.592 8)
( オリン パ ス LSC-1 01: 山口 ､ e xt.5 9 2 8)
(ヒュ ーレ ッ ト ･ パ ッ カードH P:6 8 9 0:福島､ e xt.5 9 2 9)
(ヒユ ー レ ッ ト ･ パ ッ カ ー ド58 9 0:福島､ e xt.5 9 2 9)
(ヒ ュ ー レ ッ ト ･ パ ッ カードH P IO50: 福島､ e xt.5 9 2 9)
(ラボシステム : 宇野､ e xt.592 4)
(島津∪∨-2 5 0 0 P C: 宇野､ e xt.5 9 2 4)
(日本分光FT/ 旧-4 2 0: 宇野 ､ ext.5 92 4)
(パーキン ･ エ ル マ ーP し-5 0B: 宇野､ e xt.5 9 24)
(Ge mgT ACUCIJ: 横LIJ､ e xt.5 9 1 7)
(Hybe-4プラミアム :横山､ e xt.5 9 1 7)
(ヘ ツ ク マ ンL F3 8 8 0: 三上 ､ e xt.592 2)
(タ カラM PT F-3 1 0 0:横山､ e xt.5 9 1 7)
(パーセ フテ ィフ4 0 0: 三上 ､ ext.5 922)
(バイオラ ットM RノAG-2:横山､ e xt.5 9 1 7)
(F A CS Calber :田口 ､ e xt.59 3 4)
(ヒ タン : 田口 ､ e xt.5 9 3 4)
( オリオンE A9 6 0: 宇野､ e xt.592 4)
(ラボシステム :宇野､ e xt.592 4)
(ニ コ ンY-F L: 横山､ e xt.5 9 1 7)
(セ リシ ェ ン バ イオフ ロ1 V: 三上､ ext.5 9 2 2)
(バイオラ ツドP DS-100 0/He :清水､ e xt.592 7)
(富士フイルムPictroMighty : 山 口 ､ ext,5 9 2 8)
(A BI Pris m3 10 0.Ge n etic analyz e r6 7 3-A :横山､ e xt.5 9 1 7)
(A B】Pris m3 1 3 0, 3 1 0 0 N: 横山､ e xt.591 7)
(Na n o-PotterN P 1 2: 横山､ e xt.5 9 1 7)
(A BI P RI S M 7 0 0 0: 清水､ e xt.59 27)
.ー
-
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単位 : 干円
3 3,0 6 4
3 3.0 6 4
2 5,6 2 5
9,8 2 6
10.402
9,3 32
7 9,281
7 8.5 3 8
6 6,8 9 0
■科学技術振興調整費 単位 =千円
区 分 採択件数 採択金額 備 考
■科学研究費補肋金 単位= 千円
区 分 件数
■
採択金額
■民間等との共同研究等
■重任経理金 単位‥ 干円
区 分 件数 受入金観
平成 9 年度
平成 10 年度
平成 1 1年度
平成 1 2年度
9･609
7.9 1 0
1 0,6 6 0
平成 13 年度 7件
l
1 0,1 50
平成 1 4年度
平成 1 5年度
1 3件 7.1 5 0
8件
6件
8,2 0 0
平成 16 年度 4,820
平成 1 7年度 1 7件 l 6.7 8 0
単位 :干円
区 分 民間との共同研究
平成 9 年度
平成 10 年度
平成 1 1年度
平成 1 2年度
平成 1 3年度
平成 1 4年度
平成 1 5年度
平成 1 6年度
平成 1 7年度
3件
件 1,00
7.0 0
■ll■■
4.84 0
l l.4 2 0
l
4 2,2 0
4 1.4 9
声9,00
2 4
一1
9
書
芸
一
石
9
P
H
I
V
d
･
:
i
･
:
二
･
J
…
[
･
T
･
[
1
1
'
.
･
=
'
･
.
山
･
.
j
.
:
]
,ulS
t
]
山
>
一
N
コ
V
g
I
H
U
S
]
S
O
U
L
X
O
1
1
V
IE
)
O
t
J
U
W
V
凸
N
V
策3 研究宰
ー9
教帽 軍
19
共 同研 究 者等
控室
38
P 2笑顔茎
:ー B
1
F
繋2 研究室
5 EEL
薫1 研究書
7ー
廊 下
76
料茎
14
亡∨
El 標本 準個 室
国
義
塁 5 37
3
て
_ーl
■ ^L-
13
P S
7
4
E P S
3
弟 研ー完冨
Eel
I
第 3 研 究 室
4l
共ー 司研 究 名研究 璽
6 5
過伝子 解析 美顔 茎
/9
冠
チ
顕
初
孟亮
重
17
分光
分 析室
EEl
■
.
.〒. :--
2 6
2 0 ℃
保 存室
a
E El
保 存室
十
JillR 渇
保 存 室
1 4
B棟
5 ℃
保存室
7
)尭掩幸吉燥十.冠ヨ
2′機寸戒壬 12
･■l局
チ
孤
御
堅
lヨ
29
廊 下
78 … ー 廊 下 面 接保 存
信幸提案
ー6
E V
4
前 室
4
中央
B岩室
9
遠 心分i憩室
29
B 2
培地 室1
15
E]p? E PS
培地 室2
ー′
空 室
3
クラス3 レベル
無 菌
実 験室
鷲
千
顕 前重
3御
-二 l≡ヨ
準 備室
機 器分 析室
52●
菌株 保存
実巌 室
ー823
無 両案
薗梯
保 存室
凍 結
保 存室 振三裏書巳拝
空
ヨユ 5 9 1+ 13
環墓室
() 3 6
●
1 F
■建物平面図
零･真南感染分野
●系統 ･ 化 学分野
●真薗資源開発分野
●生態分野 (客員)
●機能形態分野
●高分子活性分野
●/t舌性応答分野 (書見)
2 5
J R千葉駅 前 の(矛番 パ ス 乗 り場 か ら｢ 大学病院行｣ に乗車 し､
r 中 央 博 物館｣ で 下 車､ 徒歩1 分
0 真 南 医学研究セ ン ター
◎ 附属図案館亥封分館
◎ 医学部
⑳ 医薬系総合研究棟
㊥ 看護学部
◎ 医学部附属病院
㊥ 医学部附属動物実験 施 設
｣R干麦駅
千葉大学喜菌医学研究セ ンタ -
〒2 60- 86 7 3千葉県千葉市中央区亥鼻1丁目8番1号
T ∈L043(2 2 2)7 1 7 1(代表)F A X 0 43(2 26)2 4 8 6
( ホー ム ペ ー ジ : http://w w w. pf. chiba - ∪ . a c.jp/)
